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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、ビルマ古典歌謡の伝承手段である口唱歌を記述・分析し、口唱歌
の体系を明らかにすることである。口唱歌とは楽器音を声で言葉で伝えるもので、世界各地の音楽伝承で見られ
る伝承手段である。本研究では、口頭伝承を可能とする頻繁に用いられる特定の旋律の分析に加え、さらに頻繁
に繰り返し用いられる音楽の最小単位「アクウェッ」の分析を行った。その結果、口唱歌で伝えられる数多くの
「アクウェッ」のパターンを口唱歌と共に体得することによって、口唱歌のみによって楽器演奏が伝承できる仕
組みが口頭伝承の中心にあることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：   This study aims to describe and analyze the system of mouth-music, a 
means of transmission of Burmese classical songs, and to clarify the system of mouth-music. 
Mouth-music is a means of transmission found in music traditions around the world, in which 
instrumental sounds are conveyed by voice and words. I am interested in how oral tradition is made 
possible. In analyzing the specific melodies frequently used to make oral tradition possible, I also
 studied akwek, the smallest unit of music commonly repeated. The results revealed that there is a 
mechanism that enables oral tradition by learning and memorizing a number of akwek patterns conveyed
 in mouth-music.

研究分野： 音楽、民族音楽学、文学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の学術的意義は、口唱歌の記述及び口唱歌での伝承を可能とするビルマ音楽の音階構造、旋律パターン
及び、音楽の最小単位との関連にまで言及して伝承システムを明らかにしたことである。ビルマ古典歌謡のレパ
ートリーは全ての楽器で共有されているが、口唱歌は楽器の構造に基づく奏法を言葉にしたものであるため、楽
器によって口唱歌に相違点もある。奏者によっても違いがある。このように奏者や楽器によって違いがありつつ
も、互いの口唱歌を聞いて演奏可能な点も興味深い伝承方法である。日本の三味線音楽のように、口唱歌は各国
の音楽にも共通する口頭伝承手段である。本研究は口頭伝承の比較研究のための重要な基礎研究になりうる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
研究開始当初まで、報告者は2004年度以降、科研費補助金によって一貫してビルマ古典歌謡に

関する歴史文書、一次資料の調査収集、音楽実践の体得的調査及び研究を行ってきた。本研究開
始前に実施した科研費研究は次の通りである。①2004－2006年度科学研究費補助金（特別研究員
奨励費）、「ビルマ歌謡創作の営為：18－19世紀における歌謡創作概念の分析を中心として」。②
2007－2009年度若手研究（B）「ビルマ歌謡におけるジャンル形成：18－19世紀の歌謡創作技法の
分析を中心として」。③2010－2013年度若手研究（B）「ビルマ古典歌謡におけるジャンル形成：
歌謡集写本と旋律の分析を通して」。④2014－2017年度基盤研究(C)「ビルマ古典歌謡における伝
承と創作：写本と楽譜の分析を中心として」。さらに、その間、次の2冊の単著を発表した。⑤2010
年度研究成果公開促進費〈学術図書〉、『ビルマ古典歌謡におけるジャンル形成』、大阪大学出版
会。⑥2012－2013年度研究成果公開促進費〈学術図書〉、The Formation of Genre in Burmese 
Classical Song、大阪大学出版会、である。以上の研究過程の中で、本研究開始当初は、報告者
は書承と口承から為されるビルマ古典歌謡の伝承システムについて研究を行っていた。 
ビルマ古典歌謡の歌詞は文字として文献に記録されてきたが、楽器演奏は基本的に口頭伝承

である。口頭伝承の方法として、師が示した見本を真似する、聞いた音を再現するという方法が
あるが、最も重要な手段は口唱歌である。口唱歌はビルマ語では「バザッサイン（口の楽器）」
と呼ばれる。ビルマ古典歌謡の口唱歌では、楽器音、すなわち単音、和音の他、タイミング、奏
法や指使いを伝えることができる。申請者自身が体得した古典歌謡のレパートリーが増えるに
従い、楽器構造、音階構造、旋律パターンの熟知が口唱歌の理解に繋がることを認識するに至っ
た。歌謡の伝承は、申請者が2014－2017年度科研費研究で明らかにしてきたように、マンダレー
市のドー・キンメイ氏とその弟子間において手書き楽譜での伝承実態も見られる。しかし、西洋
音楽のように楽譜を見ながら演奏を行うことはなく、基本的に師が記憶の補助として必要に応
じて楽譜を見ながらそれを口唱歌で弟子に伝え暗記させる方法が一般的である。報告者の竪琴
演奏の師であるドー・キンメイは存命中最も古い世代に属する奏者であり、曲を口唱歌で唱えら
れる希少な音楽家でもある。さらに口唱歌はどの奏者にも共通して用いられる口唱歌と、奏者に
よって独自に用いられている口唱歌がある。ビルマ古典歌謡は全ての楽器で曲のレパートリー
を共有しているが、口唱歌は楽器構造に基づくため、楽器間で共通している口唱歌と共通してい
ない口唱歌もある。一方で、奏者や楽器によって異なる口唱歌を用いている者同士でも通じると
いう面もある。口唱歌の理解は、ビルマ古典歌謡の口頭伝承にとって非常に重要な課題である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ビルマ古典歌謡の伝承手段である口唱歌を記述・分析し、口唱歌の体系を明

らかにすることである。口唱歌とは楽器音を声で伝えるもので、世界各地の音楽伝承で見られる
伝承手段である。申請者はこれまで書承と口承から為されるビルマ古典歌謡の伝承システムに
ついて研究を行ってきた。本研究では口承手段の口唱歌に焦点を絞ってその記述と分析を行っ
た。特に、報告者がこれまでの研究で行ってきた旋律パターンの分析のみならず、音楽の最小単
位「アクウェッ」に注目し、膨大な数の「アクウェッ」のパターンが口唱歌と結びつき伝承され
ていることを明らかにすることが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
本研究の方法は以下の四つに分類できる。 

（１）マンダレーの竪琴奏者ドー・キンメイの竪琴の口唱歌による伝承を報告者自身が受け、口
唱歌とそれが指示する音の対応の記録を進めた。（2018年8月27日－9月23日、2019年4月7日－9
月24日）。 
（２）ドー・キンメイが弟子に口頭伝承で古典歌謡の歌及び竪琴演奏を教える様子をビデオで記
録し、伝承がされる音楽の最小単位（アクウェッ）の構造に注視しながら、その単位の口唱歌を
記述した。（2018年8月27日－9月23日、2019年4月7日－9月24日）。 
（３）2010-2013度科研費にて撮影した故ウー・ミィンマウンの手書き楽譜約3000枚を整理し、
同一曲のバリエーションや、「アクウェッ」の抽出を行った。並行して、楽譜画像の調整処理を
進めた。 
（４）竪琴演奏における口唱歌を中心に口唱歌の記述を行い、その体系を明らかにした。具体的
には、各音および和音、装飾音、演奏パターン、特定の旋律それぞれを口唱歌でどのように表現
しているかを記述した。 
以上の四つのうち、（１）は本研究の要の作業である。報告者は 1999 年以降 20年あまりビル

マ古典歌謡の歌唱と竪琴演奏の実技の訓練を受けてきている。報告者自身が口頭伝承でビルマ
古典歌謡を学ぶことは、報告者がビルマ古典歌謡の口頭伝承の構造を体得的に理解するに至っ
た重要な作業である。さらに（３）も報告者の研究の柱となる作業である。口頭伝承で発生する
多くのバリエーションを大量の楽譜に残した故ウー・ミィンマウンの手書き楽譜は本研究にと
って最重要といえる資料である。 



 
４．研究成果 
報告者は研究期間中に現地調査を2回実施した。2018年度（2018年8月27日－9月23日）と2019

年度（2019年4月7日－9月24日）である。うち2019年度はサバティカルを利用して半年間の長期
調査を実施した。2020年度及び2021年度も現地調査をする予定であったが、コロナ禍のため渡航
ができず、その間はそれまでに収集した資料、データの整理と分析、及び国際学会での発表を中
心に研究を進めた。 
現地調査時には、報告者が 2010-2013 年度科研費研究として実施した、竪琴奏者故ウー・ミィ

ンマウンの手書き楽譜の調査・撮影を、ウー・ミィンマウンの家族の協力を得て引き続き進めた。
さらに、撮影した 3000 枚を超えるそれら画像を整理し、歌謡ジャンルごと、同一曲のバリエー
ションごとの楽譜の整理を進めた。現地調査時には、ウー・ミィンマウンの妻であり竪琴奏者で
もある著名な指導者のドー・キンメイの元に滞在し、口頭伝承による指導実践を受け、口頭伝承
の体得的理解に努めた。その上で、本研究の目的である口唱歌の記述研究を進めた。 
上記の作業に基づき、ビルマ古典歌謡の口頭伝承システムを、口唱歌の体系から明らかにし、

口頭伝承が音楽の最小単位である「アクウェッ」のレベルで構造的になされているさまを提示し
た。「アクウェッ」の存在を初めて明らかに示した点、「アクウェッ」が音楽を構成し、口頭伝承
を可能としている点を示したことが、本研究の一番の成果である。その研究成果を国際学会にて
四回にわたって口頭発表を行った。 
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